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種子の第 1胃 内滞留がその発芽特性に与える影響
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1 は じ め に

草食家畜の糞による種子伝搬の実態を解明するため,①

草地構成種の種子が家畜に採食され,糞中に排出された際

の糞中発芽率と,②同一種内において草地と非草地という

産地の異なる系統間で,第 1胃内での滞留が各々の種子の

発芽率に及ぼす影響の差異を検討した。

2試 験 方 法

主にシパ草地に分布する草種の種子を,94年 (一部93

年 )夏に採取し,供試まで風乾保存し千粒重等を調査 し

た (表 1)。

牧乾草給与の舎飼牛に94年 9月 28日 に上記種子のうち 5

種,10月 12日 に残りの 5種をフィステルを通して牛の第 1

胃内に投入し,どちらも2日 目 (24～ 48時間中)と 3日 目

(48～ 72時間中)に排出された糞,各々十数個すべて回収

し室外で風乾保存した。95年 3月 22日 に裸地上に糞を設置

し,発芽個体数を4月 から7月 まで月 1回 ,及び96年 4月

と5月 に調査し,糞上発芽率 (各調査日の発芽個体数の合

計/投入種子数 :%)を求めた。ただし,シバについては

発芽個体を除去せずそのまま糞上に残し,糞上個体数の推

移を調査した (糞中区)。

一方,シバ,オオチドメ,及びオオパコ属 2種について

は,種子を翌年 5月 24日 まで室外で風乾保存した後,ポ リ

ェステル製網袋に入れて第 1胃内に481t間滞留させ,回収・

水洗してから (第 1胃区),同様に保存 した無処理の種子

(対照区)と ともに5月 26日 から16週間の20℃ ,21万1ux

一定条件の発芽試験に供した。

表 1 供試種子の第 1胃内投入粒数,採取地,及び採
取時期

3 試験結果及び考察

0)排糞の翌年,翌々年とも最も高い糞中発芽率を示 し

たのはシロクローバであつた。シロクローパに次いで 2番

目に高かったのは,シパ・草地産で,以下エゾオオバコ,

シバ・海岸産, ミヤコグサであった (表 2)。 このように
シバ草地に一般的に分布する草種は,ウ ンハコベ,ク マイ

チゴ,オオバコ等のそうでない草種に比べ,高い糞中発芽

率を示した。牧草地雑草のウシハコベでは糞中発芽は見ら

れなかった。翌々年の糞中発芽はシバとオオチドメでは認

められなかった。ンパの糞中種子は排糞の翌々年には,発

芽・定着に寄与するものはほとんどないと考えられた。一

方,マメ科草種のシロクローバとミヤコグサは翌々年にも

高い値を示した。採食・排糞された場合においてもマメ科

の硬実特性は種子の時間的散布に寄与すると考えられた。

草地に分布するマメ科草種のもつ硬実特性は,種子が家畜

に採食され,消化管を通過して草地内に空間的に散布され

る際にも,ま た排糞後の時間的散布の際にも重要な役割を

演じると考えられた。

表 2 第 1胃内投入種子の翌年 ,翌々年における糞中
発芽率 (%)
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旬の各発芽個体数の合計/投入種子数
翌々年の発芽率=投入翌々年の4月下旬と5月

中旬の各発芽個体数の合計/投入種子数
2)シパの発芽率―各調査月中,最多数を示した月
(6月 )の糞上個体数/投入種子数

2)産地の異なる系統間で発芽率を比較すると,シ バで

は草地産,海岸産の両系統とも第 1胃区のほうが対照区に

比し2～ 3倍高く,第 1胃内滞留により発芽率が上昇した

(表 3)。 その上昇の程度は,本供試系統では海岸産のほう
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が高かった。オオチドメにおいては,草地産では第 1胃区

のほうが対照区より高かったが,路傍産では逆に第 1胃区

のほうが低かった。今後,シバ,オオチドメとも多数の産

地の系統間で,第 1胃内滞留が発芽率の変化に及ぼす影響

を比較検討する必要がある。

ェゾォォバコは一般に海岸性と言われるが,シバ草地内

にも分布する場合 (早坂,安比高原)が見られ,その糞中

発芽率は高かった。一方,草地内に局在的に分布する同属

のオオパコは第 1胃区の発芽率が対象区の1/3であり,
糞中発芽率もエゾオオバコに比し著しく低かった。草地産

のエゾオオバコの種子繁殖形質に対する草食家畜の選択圧

の有無を検討することは今後の興味深い課題である。

表 3 シバ,オオチドメの各産地間,及びオオバコ属
2種の各処理区における翌年の発芽率 (%)の
差異

草種名 産地  糞中区 第1胃区  対照区

の関連が示唆された (表 4)。 すなわち,小さな種子ほど

消化管内を速く通過し,排出されると考えられた。

表4 第 1胃内投入後,2日 目と3日 目にリト出された
各糞中からの翌年の発芽率 (%)の比較と千粒
重
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注 糞中区のシバの発芽率=翌年6月 における糞上個体
数/投入種子数

3)サ イズの大きな種子は2日 目より3日 目の糞上での
発芽率が高い傾向にあり,種子サイズと消化管通過速度と

オオチドメ   促各t芳   0018  〕>  00098     01470

注 シバの発芽率=翌年 6月 における糞上個体数/投入
種子数

4 ま と め

シバ草地の主要な構成種は糞中発芽率が高く,草食家畜

に採食・排糞されることに適応した種子繁殖形質を獲得し

ている可能性が示唆された。今後,同一種内で草地産と非

草地産の両系統の種子間で,その発芽率に及ぼす第 1胃内

滞留,糞中環境等の影響を比較検討し,これらの草種の種

子繁殖形質に対する淘汰圧としての草食家畜の関与の有無

を検討する必要がある。
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